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 VISION    2030

Making Changes, Building a   Better World.
不確実性を高める経済社会情勢の中、企業は今まで以上に意欲的な変革を行い、社会に貢献する存在 となる必要がある。私たち安藤ハザマは、世界のインフラを担うものとして、

人と技術で新たな課題へ挑み続け、より良い未来に資する価値創造を加速しつつ、環境との調和 ならびにステークホルダーへの責任を果たす経営をさらに徹底していきます。

事業ポートフォリオの変革に向けて、エネ
ルギー関連事業、不動産・インフラ運営事
業、ビルサービス事業など建設以外の事業
の強化にも積極的に取り組んでいます。

計画段階から設計、施工、メンテナンス、リ
ニューアルまで、建物のライフサイクル全て
にわたってサポートします。お客様のニー
ズ・条件に合った建物の仕様・工期・コスト
をプランニングし、安全・品質・工程管理は
もちろん、近隣や環境に配慮した施工によ
り、お客様にとって最適な建物、サービスを
提供します。

国内建築事業

建設外事業

安藤ハザマ の事業展開
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1 安藤ハザマのサステナビリティ戦略

6 マテリアリティ1
社会課題の解決と社会への価値創造

 7 活動ハイライト

 9 社会やお客様の満足と信頼獲得

12 地域社会との調和

15 安全で働きやすい労働環境

19 マテリアリティ2
地球環境の保護と調和

20 活動ハイライト

22 豊かな環境づくり

26 環境データ集

33 マテリアリティ3
サステナブル経営の推進と責任の徹底
34 公正で誠実な企業活動

41 ステークホルダーとのコミュニケーション
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レポートの紹介
　経営戦略の骨子とその成果のエッセンスについて、より明快にご理解いただけるよう、財務情報と非財務情報を統合した「コーポレートレポート

」を刊行しました。
　継続的なサステナビリティ活動の詳細および環境データについては、「サステナビリティレポート 」をご覧ください。

サステナビリティレポート
 マテリアリティに即したサステナビリティ活動の詳細

 継続的な活動状況の開示

 環境データ

コーポレートレポート
  長期ビジョンおよび中期経営計画に即した 
経営戦略の要旨と目標

 財務、非財務経営戦略の骨子とその成果
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人々が安心安全・快適に暮らせるよう、生
活の基盤である道路・鉄道などの交通網、
上下水道・電気などのライフライン、エネル
ギー施設など、社会資本の整備を担ってい
ます。さらに、土壌汚染修復などの環境対
策から防災減災を含めた社会資本の維持
更新など、社会のニーズに応えていきます。

さまざまな国や地域の工事に携わって半世
紀以上、アジアと北米に支店を置き、各国
に拠点を配置しています。海外でのインフ
ラ整備や、海外進出をお考えのお客様への
トータルサポートなど、各国の社会の発展
に寄与します。

INDEX

安藤ハザマの歴史と蓄積

持続可能な社会に貢献する、
安藤ハザマの価値創造戦略

トップメッセージ

ストラテジックフォーカス
「中期経営計画 」の進捗

社会の要望と共に進化する、
安藤ハザマのマテリアリティ

財務戦略

社長と社外取締役による対談

役員一覧

財務・非財務ハイライト

事業概況

土木事業

建築事業
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オープンイノベーションの推進

サステナビリティ戦略概況

連結財務諸表
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黎明期より培った、「私たちだからできるものづくり」のDNA
日本初の施工や工法の採用、国内外最高水準の技術への挑戦など、私たち安藤ハザマは前身企業（安藤建設 
1873年創業、間組 1889年創業）の創業以来、現状に満足することなく常に新しい価値を創造するために挑戦を
続けてきました。そして、築き上げてきた確かな技術力と経験をもとに人々の生活や社会に貢献してきたことが
私たちのDNAであり、競争力の源泉です。

2013年　安藤ハザマ誕生

土木 竣工 概要

鴨緑江橋（中国・北朝鮮） 1911年 中国と北朝鮮の国境の鴨緑江に建設された
回転式の鉄道橋、現在は遺構となっている

佐久間ダム （静岡県） 1956年 戦後初の大規模機械化施工

黒部ダム （富山県） 1963年 高度経済成長期の電力不足を補うため、発
電を目的として建設されたアーチ式コンク
リートダムで、堤高186mは現在も日本一

関越自動車道
関越トンネル （群馬県）

1982年 山岳道路トンネルとしてわが国最長を誇る

青函トンネル 吉岡工区 
（北海道）

1985年 開通当時世界一の長さ（53.8km）を誇った
鉄道トンネルで、当社は北海道側の吉岡工
区を担当

白島石油備蓄基地
（福岡県）

1996年 わが国最大の洋上タンク式石油備蓄基地
 
1996年度土木学会技術賞

地下鉄12号線
（都営地下鉄大江戸線）
環状部六本木駅工区 
（東京都）

2000年 地下埋設物も輻輳する立地条件に加え、崩
壊性の地盤、高水圧下での施工という厳し
い条件をクリアするため、4心円シールド
工法を世界で初めて駅シールドとして採用

 
1999年度土木学会技術賞

ダイニン水力発電
プロジェクトCW2ダム
（ベトナム）

2007年 ベトナムホーチミン市の北東に位置し、2
つの主ダムと4つのサドルダム、連結水路
からなる最大出力30万kWの発電を行う
水力発電所で、当社はダムを施工 

伊勢神宮 宇治橋
（三重県）

2010年 20年に一度の宇治橋の架け替えで、当社
で3回施工

新武岡トンネル
（鹿児島県）

2013年 双設トンネルの掘削断面積は約380m2で、
道路トンネルとしてはわが国最大

 
2013年度土木学会技術賞

建築 竣工 概要

愛媛県庁 （愛媛県） 1928年 現役の都道府県庁舎としては全国で3番目
に古く、歴史的に貴重な建物

伊藤忠商事
東京本社ビル （東京都）

1980年 建物中央部に設けた巨大吹抜け（光庭）が
特徴、約1 1.2万m2を約1年6か月で施工 
第23回BCS賞

慶應義塾大学
図書館・新館 （東京都）

1981年 約1.5万m2の大図書館、地下5階に容積の
半分を沈め周辺の景観へも配慮

 
第24回BCS賞

ホンダ青山ビル
（東京都）

1985年 わが国初の本格的インテリジェントビルと
称される　

 
第28回BCS賞

東京都葛西臨海水族園
（東京都）

1989年 建物屋上の噴水池が東京湾と一体になり美
しい景観をつくり出している

 
第32回BCS賞

JRA中山競馬場
スタンド （千葉県）

1990年 中山競馬場の開設60周年記念事業として
行われた改築工事、わが国初となる曲線エ
スカレーターも設置

東京ビッグサイト（東京都）1995年 わが国最大級のコンベンション施設で、施
工精度と安全性の向上、資材揚重省力化な
どを図るためリフトアップ工法を採用　

 
第38回BCS賞

ペトロナス
ツインタワー（タワーI）
（マレーシア）

1997年 建設当時世界一の高さ（452m）を誇り、
20世紀の超高層建築としても世界一を
誇る

トッパン小石川ビル
（東京都）

2000年 凸版印刷の創立100周年記念事業の一環、
曲面のガラスカーテンウォールが印象的な
建物

 
第42回BCS賞

南東北がん陽子線
治療センター（福島県）

2007年 建設会社で初となる設計施工による国内民
間初の陽子線（粒子線）がん治療施設

安藤ハザマの歴史と蓄積
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蓄積した強み 3
   
発展途上国へのインフラ輸出

蓄積した強み 2
   
環境に配慮した建物の提供

蓄積した強み 1
   
業界トップクラスの都市土木と山岳土木

強みを生かした価値創造で、サステナブルな社会実現への貢献
「中期経営計画2025」において、事業強化の方策の一つとして「強みのあるセグメントの拡充」を掲げています。
培ってきた技術力や施工実績を当社の強みとして、高品質な建設・サービスの提供により、サステナブルな社会
実現に貢献していきます。

新電元工業 朝霞事業所  （2021年  埼玉県） 

建物内部のアトリウムと一体化したウェルネスオフィスと環境性能を実現
 
2022年グッドデザイン賞 

 
2022年照明デザイン賞 

 
2022年照明施設賞   

ZEB Ready（52%省エネ） 
 
CASBEE建築Sランク   

CASBEEウェルネスオフィスSランク

横浜環状北西線シールドトンネル （2019年  神奈川県）

大断面、長距離、大深度のトンネルを確実に施工するために、「スマートシー
ルド®」システムなどの先進技術を積極導入

二重峠トンネル（阿蘇工区） （2020年  熊本県）

熊本地震からの早期復旧に対応するためにトンネル新設工事では国内初と
なるECI方式を採用し、通常の工程の約半分で掘削を完了　 

2020年度土木学会技術賞

ブラザー東京ビルZEB化プロジェクト（リニューアル） （2023年  東京都）

令和5年度 経済産業省 ZEB実証事業補助金 採択プロジェクト 
ZEB Ready（53%省エネ）

パロパカール産婦人科病院・ビル病院 （2019年  ネパール）

ネパール地震の復旧・復興計画の一環として実施した2公立病院の再建

クロワ・デ・ミッション橋梁及び新線橋梁架け替え計画 （2022年  ハイチ）

経年劣化や自然災害による損傷が激しい国道上にあるクロワ・デ・ミッショ
ン橋と、国道のバイパス上にある新線橋梁を架け替え

 
第2回OCAJIプロジェクト賞  
第7回JAPANコンストラクション国際賞 建設プロジェクト部門最優秀賞
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